


【表紙で使用している写真について】 

【上段】 （左から）
・面会するスノーデン元米中央情報局職員（AFP＝時事）
・開幕した朝鮮総聯全体大会（時事）

【中段】 （左から）
・イナメナスの天然ガス関連施設（EPA＝時事）
・核実験を祝う平壌市軍民交歓大会（朝鮮通信＝時事）
・北朝鮮・デモンストレーション飛行するヘリコプター（朝鮮通信＝時事）
・ボストン・マラソンのゴール付近で起きた爆発の瞬間 （ロイター＝共同）
・人質事件の現場となったガス田施設のプラント近くに残された，焼け焦げた車両（共同）
・XI　JINPING－DPRK－MEETING（Photoshot／時事通信フォト）

【下段】 （左から）
・ジュネーブでの記者会見で握手する米国のケリー国務長官（左）とロシアのラブロフ外相（ロイター＝共同）
・「竹島の日」における右翼団体の抗議活動
・人質事件の現場となったアルジェリア南東部イナメナスのガス田施設のプラント（共同）
・朝鮮中央会館
・立入検査
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　公安調査庁は，毎年1月，その前年の，公共の安全に関わる我が国内外
の諸情勢を「内外情勢の回顧と展望」に取りまとめて，発刊しております。
ここにその平成26年版をお届けします。
　当庁は，破壊活動防止法，無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関
する法律等に基づき，公共の安全の確保を図ることを任務として，オウム
真理教に対する観察処分を実施するとともに，国内諸団体，国際テロリズ
ム，北朝鮮，中国，ロシア等の周辺諸国を始めとする諸外国の動向など，
公共の安全に影響を及ぼす国内外の諸情勢に関する情報の収集及び分析
に取り組み，我が国情報コミュニティの一員として，情報（インテリジェ
ンス）の提供を通じた政策決定への貢献に努めています。
　最近の内外の諸情勢を見ますと，世界経済の重心の西から東への大移
動，中国の経済的・軍事的台頭，核兵器を始めとする大量破壊兵器の拡
散，IT革命とサイバースペースの目ざましい発展など世界史的な数々の
大きな変化を背景として，我が国は，内外ともに，様々な，しかも，その多
くがこれまで長く経験しなかった新たな状況と課題に直面しています。
　このような情勢の下で，我が国は，東アジアの先進民主主義国として，
安定と発展を維持するとともに，自由，民主主義，基本的人権，法の支配
などの普遍的価値を擁護し，世界特に東アジアにおける平和と繁栄に貢献
することが求められています。情報の収集と分析は，そのための政策の基
礎として，ますます重要になっています。
　平成25年11月，本資料の作成準備中に，国家安全保障会議設置法が成
立しました。公安調査庁は，情報コミュニティの重要な一員として同会議
に関係情報を積極的に提供することを求められており，今後国家安全保
障局とも緊密に連携していくこととなります。
　当庁としては，引き続きオウム真理教に対する観察処分の厳正な実施に
努めるとともに，このような時代の要請にこたえ，情報収集分析能力の一
層の向上に努め，情報による貢献の強化を目指してまいりたいと考えてお
ります。皆様には，本資料をご活用いただきますとともに，当庁の業務に
ついてご理解を賜りますよう心から願っております。

内外情勢の回顧と展望（平成26年版）の
発刊に当たって

平成25年11月

公安調査庁長官 尾﨑道明
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特に断りのない限り， 「○月」との表記は，原則として平成25年（2013年）の当該月を指し，本文に記載した人物の肩書きは，当時のものとしています。



003

4	 「自共対決」を掲げて参院選で
	 議席を伸ばした共産党

061 国内情勢4

共産党

5-1	 外交・領土問題などを中心に
	 活動した右翼団体

5-2	「日韓断交」などを訴えて活動した
	 右派系グループ

063 国内情勢5

右翼団体など

コラム

国内諸勢力による尖閣諸島の
実効支配強化を訴える動きが活発化

064

東京・大久保などでの活動をめぐり
「対抗勢力」と小競り合い

065

3-1	 労組・市民層への浸透を図り，
	 勢力拡大に力を注いだ過激派

3-2	「よど号」グループ・日本赤軍の動向

058 国内情勢3

過激派

コラム

過激派の非公然アジト059

2-1	「再稼働阻止」を掲げた反原発運動の継続

2-2	 普天間基地移設やオスプレイ配備の
	 撤回を訴える反基地運動の継続

2-3	 国政課題を捉えた多様な批判活動の展開

国内情勢2

社会的に注目を浴びた
事象をめぐる諸団体の動向

054

コラム

2020年五輪の東京開催をめぐる反対活動057

6	 軍事転用可能物資・技術や重要情報の
	 獲得を狙った活動

044 国外情勢6

我が国に対する有害活動

コラム

シリアの化学兵器開発に対する
北朝鮮・イランの支援

046

中国人民解放軍による
大量破壊兵器関連物資などの調達活動

046

国外（最近の主要公安動向）

国内（最近の主要公安動向）

巻末資料066

1-1	 オウム真理教が組織勢力を伸張
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